「子育てで今思うこと」
年齢　　　　５０代

　　　　家族構成　（現在）　夫、長女、次女、義母

　　　　　　　　　　　住居環境　　農村　持ち家

ペンネーム　のんびりニャーチャン
私は「子どもが好き」という理由で保育園の職場を選び、「結婚しても、子供が授かっても働き続けたい。」という思いを持っていました。若き頃は、核家族であれば育休制度が利用でき働き続けることは可能だったけれど、安心できる働き方として、親との同居を条件として結婚を考えていたのです。
２人の娘を授かり８週間の産後休暇を経て、職場に復帰したころは十分に出る母乳が張ってくる痛みに耐えながら、休憩時に搾乳し冷凍保存したのを翌日の昼間に義母に飲ませてもらうというサイクルをこなしていました。直接母乳を飲ませてあげられないジレンマに苛まれ、仕事から帰った時、抱いて「私が母親よ」と充分スキンシップが図れない苛立ちを抱えたまま、台所に立っていたのを思い出します。

２人目は１歳を過ぎても必ず夜泣きし、離乳がなかなかできませんでした。「やかましい」という夫や義父母に気兼ねをし、何より自分自身が昼間の仕事に疲れて早く泣き止まないかという思いで、「おっぱい」を差し出していたのです。そんな繰り返しの中、お盆の里帰りで実家に泊まった時、日頃の愚痴を親にぶつけると「今夜挑戦してみたら・・・。」とさりげなく言ってくれたのは両親でした。「そうか、今ならできる」と心に安心を貰って、その夜は泣き続ける娘を「この子ってなんて意志が強いのだろう」とゆったりとした気持であやし続けることができました。翌朝、両親は眠れなかったことなど一言も言わず「よう泣いとったなぁ」と、うれしそうに孫の顔を覗き込んでいました。「親とは本当にありがたいもの」「助けてもらえばいいのだ」と思う瞬間でした。この日を境に夜泣きはぴたりと止まりました。

　長女が小学１年生の時、従姉妹と一緒に農業高校の動物を見に行こうと出かけ、入り口の鎖を飛び越え入ったところ、長女だけが鎖に足を引っ掛け転んでしまいました。その瞬間を見ていなかった私は、泣かなかったことで安易に考えていたのですが、時間が経過するにつれて顔色が悪くなり、眠ってしまったり、嘔吐したりという症状が出始めたのです。どうやら頭を激しく打ったようでした。大治には至らなかったのですが、慌てて病院へ駆け込み検査を受けている間中、もしものことがあったら、一生私が面倒を見ていこうと考えていたのです。そのほか、車のドアで指を挟み骨折してしまったこと、車の陰から飛び出し、接触事故を起こして５針の傷を負ったことなどなど、小さい頃の怪我は絶えなかったけれど、その場に居合わせた者が、常に家族に謝るはめに陥っていました。お互いに「しかたがない」で済ませてこられたことや、家族の協力で交替で看病できたことなど、大過なく過ぎていく歳月の中で出産したころの疲れる気遣いはなくなり、義父母を含めた家族の絆が徐々にできていったように思います。細かいことにとらわれず、なんとかなるさの気楽な周りの雰囲気に助けられていたようにも思います。
思春期を迎え、反抗する時期もありました。学校にも謝りに行き親を悩ませたけれど、いまではよき相談相手です。子育て中は親の期待過多となりがちで、子も親も苦しくなってしまいがちです。仕事の忙しさに追われ、子どもが求めていた時に応えてきたかなと反省するのですが、子が大きくなり学校の卒業という節目ごとに「おかあさん、ありがとう」と言葉を掛けてくれたとき、親としての喜びを感じることができました。私が親から受けた愛情と同じように、私が子へ、子が次の世代へとつながることが今の願いです。

子どもとは苦労をかけるもの、煩わしいもの。でも、親としての喜びを味わわせてくれます。気負わず周りに助けられながら、周りと一緒に子育てを楽しめたらと思います。
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